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セルロース系自己発色材料の
色相と力学物性を制御する技術

▍技術のポイント
一部のセルロース誘導体はコレステリック液晶（CLC）と呼ば
れる微細な層構造を自発的に形成し、層間隔と同程度の波
長の光を選択的に反射することで発色する性質があります。
このような原理で生じる色は構造色と呼ばれます。本研究で
は、構造色を担うセルロース誘導体と力学物性を担うセル
ロース誘導体を様々な比率でブレンドすることで、単一のセ
ルロース誘導体では困難な、色相と力学物性を独立制御し
た自己発色材料の作製を可能にしました。

▍連携・橋渡しの方向
セルロース誘導体のみで構成される自己発色性のプラス
チックや繊維など、石油系樹脂や有毒な染料を使用しない低
環境負荷なカラー材料への応用を目指しており、協力いただ
ける方との連携を希望します。

▍詳細情報
・論文等：Journal of Applied Polymer Science, 141(3), e54808 (2023)
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図1 セルロース誘導体による構造色の発現

セルロース誘導体はCLC構造の形成により構造色を発し、

層間隔の制御により幅広い色相を実現できます。

図2 セルロース誘導体のブレンドによる色相と力学物性の独

立制御

異なる種類のセルロース誘導体のブレンドにより、構造色を維持

しながら力学物性を制御できました。
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